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葉三行、各行四字で、それぞれ精緻な複製『 原装本 原色法帖選 石鼓文』（二玄社 年）、『聴氷閣墨








刊行年 刊行地 発行元出版社 備考
年 東京 文求堂書店 日本版 『古代銘刻彙攷』の一部として刊行。
年 東京 文求堂書店 日本版続編
『古代銘刻彙攷續編』中に「再論石鼓文
之年代」と題して刊行。
年 長沙 商務印書館 初版
『孔徳研究所叢刊之一』として上下二冊で
刊行。
年 北京 人民出版社 再版 重印弁言が書下ろし部分。
年 北京 科学出版社 第 版 三版小印を追記したとされる。
年 月 北京 科学出版社
郭沫若全集考古編第 冊、『石鼓文研
究』と『詛楚文考釋』で合冊。





















































































































































































































（ ） 。 そらく１９３０ であろう。
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（注） 年 月 日、重慶において執筆
図４㻌 （左）旧版『石鼓文研究』〔 年版〕と（右）新版〔 年版〕
（注）欄格外への加筆と、本文内での修正が混在
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13  該書は封面に「石鼓文定本 沈林一署」、刊記に「光緒庚寅〔光緒16／1890年〕仲春 古華山館蔵板」とあり、
安国旧蔵北宋拓本が世に出る前の文献である。巻首には敍、凡例、目次が記載される。内容は目次に記載
されている順に、
篆文縮本（甲・車工，乙・汧殹，丙・田車，丁・鑾車，戊・霊雨，己・作原，庚・而師，辛・馬薦，壬・吾水，癸・呉人）
釋音今文
辨證 敍記および二巻
章句注疏／諸家音釋附録
敍記および石鼓地名攷
である。以下の五項目は「以下待刻」とあり、題目のみが挙げられている。
古籀奇字辨／諸家摹本校誤／跋尾／備攷録／録諸家辨定為成周之鼓足資攷鏡者／辨字偶存
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